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(2) 兵庫 県 飾磨 郡 夢前 馬 谷 付近 産 サ ワ ガ ニ Potamon dehaant に お ける 


宮崎 肺 吸虫 の うぅ 幼虫 の 寄生 状況 に つい て (105~113) 
14. 関根 益 治 : 多 虫 の 感染 経路 に 関す る 研究 一 一 特に 仔犬 の 肺 肛 内 より 分 離せ る 
カ 仔 を 以 っ て せる 経口 的 人 体感 実験 に つい て (114~128) 


15. 山本 昌明 : 多 虫 の 感染 経路 に 関す る 研究 一 特に 仔犬 の 皮 内 より 分 離せ る 
カ 虫 仔 を 以 っ て せる 経 的 人 体感 実 験 に つい て (129~147) 


影響 に つい て 
i 
| 


16. 


横川 宗雄 , Harinasuta, C. and Charoenlarp, P: タイ 国東 北部 に お いて 人 体 
に する 口 吸虫 科 の 一 種 ypoderaeum conoideum (Bloch, 1782) Dietz, 


堀 栄 太 郎 : 茨城 県 本 ヶ 浦 ・ 北 浦 周 辺 お よび 和 群馬 県 板倉 地方 に お ける 

熊田 三 由 : 市 販 各 種 合 成 洗 剤 に よる 付着 の 洗 除 去 効 果 に つい て の 

検査 成績 付 汚 垢 洗 試 験 (162~168) 
山本 久 : フイ ラリ ア 症 の 疫学 的 研究 (3) Diethylcarbamazine 投薬 方 法 と 

流血 中 の バン クロ フト 和 状 披 ミ クロ フイ ラリ ア 減 少 効果 と の 関係 に つい て ーー (169~181) 
佐藤 重 房 : 日 本 住 血 吸虫 病 の 免疫 に 関す る 研究 (6) 般 光 抗体 法 に つい て (182~188) 
沢田 勇 : Cestocide Bayer 2353 (Yomesan) に よる 醒 原 条 躍 駆虫 試験 (189~191) 
小宮 義孝 : Opisthorchis felineus の cercaria の 燈 状 細胞 型式 (flame cell 

pattern) と Fam. Opisthorchiidae の その 一 般 式 に つい て で ee (192~194) 
大 島 智 夫 ・ 影 井 . 昇 ・ 木 畑 美 知 江 ・ 藤 野 訓 男 ・ 野 口 宏 ・ 衣 岡 勝美 : 肝 吸 忠 

卵 お よび 横川 吸虫 卵 を 対象 と し た Tween 80 ク ェ ン 酸 緩 衝 液 に よる 新 遠心 

西村 猛 ・ 奥 村 利 夫 ・ 坂 口 初 彦 ・ 前 山武 夫 ・ 高 橋 伸行 : 幼児 の ギ だ ョ ウチ ュ ウ 

検査 成績 と Pyrvinium pamoate (Poquil) 少量 投与 に よる 集団 駆虫 の 効果 

第 14 巻 第 3 号 (1965, 昭和 40 年 6 月 ,217~286 頁 ) 

佐藤 重 房 : 日 本 住 血 吸 虫 症 の 免疫 に 関す る 研究 (7) 般 光 抗体 法 の 診断 的 意義 ーー………… (217~219) 
沢田 勇 : Yomesan (75% w.p.) に よる 有 輪 条 躍 駆虫 試験 (220~221) 
鈴木 条南 ・ 小 机 弘 之 : BBalantidium coli の 培養 に 関す る 研究 

森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 坂 田 太郎 ・ 五 藤 基 ・ 山 田 稲 好 林 原 弘 ・ 三 島 誠也 ・ 

古橋 二郎 平岡 義雄 山田 正仁 Anisakis 症 の 皮膚 反応 (230~232) 
横川 宗雄 ・ 小 山 博 状 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 桂 昭雄 : 肝 吸 虫 症 の 実験 的 治療 

(1) 1,4-bis-trichloromethylbenzol の 動物 肝 吸 虫 症 に 対す る 治療 効果 (233~242) 
松崎 義 周 ・ 堀 栄 太 郎 ・ 渡 辺 弘 夫 ・ 沖 深 美 : 特殊 環境 下 に お ける 寄生 中 

Miyazaki, I. and Dale E, Wykoff : On a new lung fluke Paragonimus 

siamensis n. sp. found in Thailand (Trematoda : Troglotrematidae) ee (251~ 257) 
増田 陸 郎 ・ 佐 藤 淳 夫 ・ 赤 羽 公 人 ・ 藤 島 弘 道 : 山梨 県 に お ける フイ ラリ ア 症 の 

研究 (1) 南都 留 郡 秋 山村 の 調査 ee (258~ 264) 
松崎 義 周 ・ 堀 栄 太 郎 ・ 浅 野 清 子 ・ 平 野 志 数 子 ・ 徳 地 清 六 ・ 池 内 竹 次 郎 : 
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石崎 達 ・ 飯 島 利 攻 ・ 伊 藤 洋 一 : Thiabendazole (MK-360) の 駆虫 効果 に 

関す る 研究 (3) 錠剤 お よび Pamoate 錠 の 効果 の 比較 ee (506~512 
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